45 cm 全閉式アルミハイスタンド扇 

CF-45S 



取扱説明書 



このたびは、弊社 『45 cm 全閉式アルミハイスタンド扇 CF -45 SJ をお頁い上げ頂きましてまことにあ tj がとうございます, 
こ•使用前に必ず取扱説明害をお読みください。なお、この取扱説明霪は大切に保管してください。 


♦ご使用になる前に、安全上の注意をよ < お読みの上、正し <ぉ使いください。 

♦ここに示しました注意事項は、守らないと人身事故や、家財の損害に結びつく重大な内容を記載しております 
ので、必ず守つてください。 

♦お鏡みになった後は、お使いになる方がいつでも見られる埋所に保管してください。 


——表示と意味について 


表示 

表示の意味 

A 

蓄告 

誤った取し」扱いをすると、人が死亡または重傷を負う危険性が想定される 
内容を示しています。 

A 

注意 

誤った取し j 扱いをすると、人が傷塞を負ったし丄物的攢害の発生が想定される 
内容を示しています。 

図記号の例 

図記号の意味 

③ 

分解禁止 

Q の記号は、禁止の行為を示します。 （ してはいけないこと） 

具体的な禁止の内容は、文章や絵で示します。 

左0の場合は、「分解禁止」を示しています。 


ブラグを抜く 

•の記号は、行為を強制したし」指示する内容を示しています。 

具体的な強制内容は、文章や絵で示します。 

左図の場合は、「差し込みブラグをコン fe ントから抜く」ことを示しています。 


/ 5 \ 警告 


⑧ 

改造禁止 

絶対に改造はしな火災•想電•クガの 
あります。 

t 

電源は、交流 100 V を使う。交流 100 V 以外の 
電源を使ラと、火災感電の恐れがあ y ます。 

⑧ 

分解•修理禁止 

修理技術者以外の人は、分解•修理をしない。 
火災•慼爾•クガの恐れがあ y ます。修理は 
お買い上げの販売店にご逋輅ください • 

ブラグを抜く 

済攆•点検の時は、スイッチを切 tj 差し込み 
ブラグをコンセントから抜く。濡れた手で抜き 
差ししないの恐れがあ y ます。 

⑧ 

接触禁止 

逶転中は危険ですので、羽根の中に物や指を 
入れ饥、。ガード缺して蓬転 Vo 疵中の 
羽根で指が切断される垂大な傷窖や事故の 
原因にな y ます。 

❶ 

ホコリを取る 

差し込みブラグの刃および、刃の取付面に 
付篇したほこりは、きれいに拭 S 取る。火災の 
恐れがあ y ます。 

Q 

使用禁止 

中に、回転停止•異常音•振動 •!! 奥等が 

発生した時は、直ちに使用をやめスイッチを 
切 y、 差し込みブラグをコンセントから抜く。 
火災•想爾の恐れがあ y ます。 

Q 

水かけ禁止 

製品には、水や、洗_等®かけた y、 吹き付け 
たし」しない。漏電によ y、 火災、感電の恐れが 
あし」ます。 


































注意 


❶ 

設醱場所 

平6で»度のある安定した壜所に設霱す5。 
傾きが10度以上の壜所や撮動のある埸所で 
使用しない。首撮 y の麻に周囲に_客物が 
ないことを iTsS する。 

Q 

使用禁止 

電源コードや差し込みブラグが傷んだ y 、 
コン tz ンがゆ st 麻は^、で 
<0? SUIS »^3 -卜激封。 

使用禁止 

換気屬としては、使用しない•ダクトや阃状の 
中等で使用しますと、モーター焼*や羽根が 
SM 8 する恐れがあ y ます。 

Q 

ismmt 

揮発性可燃物（シンナー•ガソ_」ン等）の近く 
では絶対！こ使用 UttU 毅虫剤•痛除用スブレー 
此®ブ机 \〇5伙•想 
あります。 

霞 1 

プラグを持って抜く 

差コラグ®抜<と脱]- \^ 9 zmzs 
必ず差し込みブラクを^〇て引き抜く。ブ^が 
傷んでい S ときは使用しないでください0 

Q 

朗蹼止 

屋外の雨水のかかる塌所や、癦射日光下•高温 
多湿の«所での使用は避ける。また火気には 
近づけ ttt 、咖劣化による感電、漏罨、火災 • 
故嫌^ n があ y ます0使用環境の ssrn は、 
0*0~40でです • 

❶ 

取 y 扱い注窳 

首折れの角度を変えるときは、スイツチを切 y 、 
羽根の回転が止まつたこと在してから 
操作する。 

霞 

プラグを抜く 

ご使用後は、差し込みブラグをコンせントから 
抜し\ておく。梅!^化る火災•思電の恐れが 
» y ます • 

❶ 

接近注窳 

a 転中は本機に近づか《い•特にお子様は 
危険です。 

ネクタイ•手袋•カーテン等が巻き込まれない 
ように注雇してください0 

❶ 

保管注窻 

湿度の裹いところ、雨のかかるところ、®射 
日光のあたるところは遢ける。お子様の手の 
臑かないところに保管してください。 

❶ 

取 y 扱い注扈 

取り付け、お手入れの特は、手袋を着用する❶ 
ケガの恐れがあ y ます • 

»嫌奴 

電力は直接コンセントか6取る。やむを得ず 
延畏コードを使用する*合はできるだけ班い 
畏さでご使用ください0 


【用途】 

♦ェ埸内の換気•粉じんの排除や機械の冷却、換気等に 


【特長】 

♦ サーマルブロテクター(復帰式過熱保護装置)付きモーターを使用してお y ますので、安心してご使用いただけます。 
モーターが興常発熱すると、自動的にモーターが停止します。モーターの溫度が下がると自動的にモーターが回転します。 
※本樣から鼈れる際は必ず本体の電源を切 y 、 電源プラグをコンセントか6抜いてください。サーマルブ□テクターが 
働いている塌合、®源が入つたままですと不慂な始動があ y 事故やクガの原因となる恐れがあ y ます。 

♦ ブッシュボタンによ y 、 風置を3段階に調節できます。 

♦ 左右首振 y •上下首折れ機能が付いています。 

♦ モーターは全閉式ですので塵埃の多い場所での使用が可能です。また、油気にも強いです。 

♦ 高さは127〜 148 cm まで調節可能、スタンドタイブ。 




















【付属部品】 ※大きさは実寸比と異な y ます。 



①三 M 止め具 x 1ケ 



⑤後ガード XI ケ 


【各部の名称】 


②三鯽 x 3本 



⑥羽根 XI ケ 
(アルミ） 




④ガードリング XI ケ 
0 B ガード装着済） 



⑦前ガード xi ケ 


ビス XI ケ 
(羽根用•予锎) 



【組立方法】 



製品を組み立てる際は、各部のポルト、ナツトを確実に締め付けてください。振動でゆるみ、 
クガ•事故の尿因とな y ます。運送逢上の衝擊等によ y 、 部品の破損•外れ•変形する墀合が 
あ y ますので、組立前にご確認ください。またスイツチを切 y 、 差し込みブラグを抜いた状態で 
組み立ててください。 


1•②三脚に付いている固定ネジを外します。 
•①三脚止め具に、②三脚を差し込みます。 
•先に外した固定ネジでしつか y と固定して 
ください。(合計6箇所） 


2 •①三脚止め具にスライドシャフト部分を差し 
込んでください。 

•任意の高さ(溝)に調整しスライド調整ノブを 
確実に締め付けてください。 


①三脚止め R 








3 •モーター部に取 y 付けてあ y ます 4 ケ所のネジを外してください。 
•⑤後ガードの rupj 穴を上にして位匿を合わせ、先に取 y 外した 
ネジで確実に取 y 付けてください。 



4 •⑥羽根に取 y 付けてあ y ます固定ビスをゆるめておきます。 

•モーターシャフト平面部分に固定ビスを締め付けられるように、 
位置を合わせながら差し込みます。 

•固定ビスでしっか y と締め付けて固定してください。 




5 •④ガードリングのネジをゆるめ、⑤^ガードに合わせて取 y 付けます。 
•④ガードリングのネジをしめてしつか y と固定してください。 


④ガード L ) ング(前ガード»糖済) 



□ 

取扱注患 

ガードリングのネジの締めつけがゆるいと振動で外れることがあ y ます。 

ネジが確実に締め付けられガードが外れないことを確認し;£ラえでご使用ください。 

【アース】 

❶ 

接 地 

アースは他の鼋気器具と共用した y 、 ガス管•水道管•避甭針•電話のアース等への接嫌は 
絶対に行わないでください。大変危険です。 

アースエ事(接地工事)を新たに行ラには、電気工事士の資格が必要です。アースエ事を行ラ 
場合には、鼋気工事店にご相談ください0 


本機を安全にご使用いただくため、差込ブラグに付いているアース 
クリッブで必ずアースをとつてください。 


※漏電等による感電事故防止のため、アースは必ずとつてください 0 ^ ダースクリッブ 

















【操作のしかた】 

1スイツチ 

•スイッチは3段階に風量が調整できる3速スイッチになつてお y ます。 
「強•中•弱 j スイッチを押すと運転を閎始します。 r 切」を押すと運転を 
停止します。 


2首振 tj 



•モーター上部の首振 y つまみを押すと首振 y を聞始 u つまみを引き上げると首振 y は停止します。 


•首振 y 角度は水平方向に約9〇度の範囲で動きます。 



取扱注慂 


首振! 
させ】 


y 運転中に、無理に押さえて停止 
• fey しない。 

故障の原因にな y ます0 
首振 y を行ラ時は两®に障害物がない 
ことを確眩してから行つてください。 




3首折れ 

•首折れ角度は、図のように4段薄にカチツと音のする所で固定されます。 


腿注惹 


首折れの角度を変える時は、スイッチを切し J 、 羽根の回転が 
止まつたことを確認してから揉作してください。 


【仕様】 



@ 

③ 


品 名 

45 cm 全閉式アルミハイスタンド爾 

型 式 

CF -45 S 

電圧•周波数 

単相10 0 V 50/60 HZ 

風 置 M 整 

強 

中 

弱 

鼋 流 ( A ) 

0-98/1.19 

0.74/0.97 

0.67/0.73 

消费電力 ( W ) 

90/118 

71/94 

64/70 

風速 （ m / min ) 

268/305 

234/212 

190/155 


141/161 

123/112 

100/80 

r¥TFKH 

約90度 


4段階 

高 さ 

127〜 148 cm 跼節可能 

コード長さ 

VCTF 0.75 mm 2 約 2.3 m 

フアン柽 

45 cm 4枚羽根(アルミ） 

本体寸法 

幅 87 X 奧行き 74 X 高さ127〜 148( cm ) 

質 道 

約 8.5 kg 


5 













































【保守と点検】 

羽根、ガード、モーターにホコリが付巷しますと、異常音•振動•モーター過熱などの原因とな y ます。 

下記手 I 明に従って、各部の溝掃を行ってください0 

•モーター表面のホコリは掃除機で吸い取ってください。 

•羽根、ガードの汚れは、薄めた中性洗剤に漫し、固くしぼつた柔らかい布で拭き取 y 、 さ5に乾いた布で洗剤が残らない 
よろに拭き取つてください。 

•長時間使用しない場合は、スイツチを切 y 、 差し込みブラグをコンセントか5抜いてください。またホコリがつかないよう 
に本檐にビニール袋等をかけて保管してください。 


满掃•点検の際は、スイッチを切し j 差し込みブラグをコンセントか5抜いて、羽根の回転が 
止まつたことを確 B して行つてください0 


賴注葸 


Q 本体や羽根などを拭く場合は、タワシ•研®剤•ペンジン•シンナー等をご使用にな y ますと、 

取扱注憩 塗装面の刹離や変形•破損を引き起こしますので、使用しないでください0 
羽根に貼付された注恚シールをはがしたし丄文字を消さないでください。 


【トラブルの原因と対策】 


故陣の種類 


対 策 

スイツチを入れても羽根が 
回転しない。 

•差し込みプラグがコン tz ントに正しく 
差し込まれていない。 

•コンセントに差し込まれているか点検。 

又コードに傷等がないか点検。 

•モーター•スイッチの故障 

•お霣い上げの販売店にこ•連絡ください。 

運転中に興常音や振動が 

•羽根の固定ビスがゆるんでいる。 

•羽根の固定ビスを締め直す。 

•ガード 1 J ングのゆるみ。 

•ガード U ングのネジを締め直す0 

•固定ネジのゆるみ。 

•各部固定ネジを締め直す。 

•股匾壜所が不安定。 

•安定した強度のある壩所に移動する〇 

羽根の回転が通い。 

•霣圧が低い 

•正しい®圧で使用する。 

•延長コードが畏すぎる。 

•延長コードは使用しない0コンセントから 
近い塌所で使用する。 


♦上記の点検をしても症状が変わ5ないときは、事故防止のため、直ちに使用を中止し、差し込みブラグをコンセントから 
抜いて、お霣い上げの販売店ぺ修理をこ•依賴ください。 

♦ご自分で分解•修理は危険ですか5、絶対にしないでください。感電•ケガの恐れがあ y ます。 


i -1 


本製品はサーマルブ□テクター(復帰式過熱保護装 S ) 付きモーターを使用しておし J ます。 

モーターが異常発熱すると自動的にモーターが停止し、モーター温度が下がると回転し始めます。 

度々このような症状が出ましたら、使用を止め、お霣い上げの販売店にご連絡ください。 

※サーマルブ□テクターが作動し復帰すると、羽根が自動的に回転し始めますので、十分ご注患ください。 


































工場扇についての重要なお知らせとお願い 

長期®こ使用のエ*田では、*源コード • モーターコンテンサ等の*気部品の経年劣化による発熱 • 発« • 発火の®険性があ y ます。 

ご使用前には必ずこ•確認いただき、次のよラな症状があ s * 合には、直ちに使用を中止してください • 

XI •扇はエ鬵»#器です • 一般家庭でのご使用に比べると、遇屋^现斓で艮»阍こ使用に 
なることが 913 K : れます • ご齣には必す点褛® U 興いこと在ご確28くだ ; HU 
また、ご使用にな6ないときは、必す差込ブラクをコンセントから抜いてください • 
员期两篆^プラグをコンセントに羞し込んだまま放 H しますと、トラッキンク現象（差込 
ブラグとコンセントの！■にホコリが翯ま y 、 湿加ね©と火花が発生しやすくな y ます • 
ホコリが嫌げて炭化すると、 f トラック J と呼ばれ《電気の道が作られ、そこから放® 
して発火する現象のことをトラツキング現*といいます*)が起こる危«性があ y ます • 


•爾源を入れてち羽根が回転しない • 

•電源を入れると興常酉や搌_がある。 

•モーター部分が興常に齅い、または焦げ奧い • 

參羽檷の回&が異常に運い、または不規劓に回転する • 
_本体•羽機が変形している # 


株式会社ナカト S 

〒3fl2-0836 長野県上高并郡高山村大字高并6445番地2 
•商品についてのお問い合わせは「お客様相談窓口」までご連絡くださし、。 


お客様相談窓口 TEL . 026- 245-31 05 FAX . 026-248-7101 


受付時固10:00〜12:0013:00〜17:00(土 •日 • 祝日を除く） 

※袈品は改 a 等のため予告なく外観•仕搽等を変更することがあ y ます。 


2112.11 







